
（申請者）  ※後退整備に係る工事の発注者等 

 

住所    横浜市■■区○○一丁目２－３ 

 

 

氏名    横浜  太郎 、 横浜  花子 

 

（法人の場合は、名称及び代表者の役職氏名） 

 

電話        ○○○（○○○）○○○○ 

第１号様式  

協 議 書 
年  月  日 

（協議先） 

横 浜 市 長 
 

 

※太枠内について全て記入して  

提出してください。  
 

 

 

 

 

 

 

横浜市狭あい道路の整備の促進に関する条例（以下「条例」という。）第９条の規定により、次のとおり協議します。 

協議する土地の所在及び地番 横浜市   ■■   区  ○○三丁目 456番７ 

申請地の所有者 

 
※売買契約を締結している場
合は「申請者に同じ」を選択し
てください。 

□申請者に同じ  □申請者以外を含む （以下に登記上の住所及び所有者を全て記入） 

 
住所 横浜市▲区×××町二丁目 34－５ 

氏名 横浜  次郎 

舗装方法の希望 
１．横浜市による舗装を希望   ２．自己による舗装（道路状整備）を希望 

３．自己による舗装（道路状整備ではない）を希望 

整備後の買取り協議（角地の
場合に限る） 

１．希望する   ２．希望しない 

 

（注意） 

１  補助金の交付を希望される場合、後退用地の整備を行い、その費用を

負担される方を申請者としてください。協議申請者以外の方が費用負

担する場合は補助金を交付できません。 
 

２ 協議を行う時期（年度末等）や審査状況によっては、協議成立までに３

０日を越えることがあります。 
 

３ 協議完了後、実測図は閲覧に供します。 
 

４ 本協議書を提出して、６か月が経過し、なお協議が完了しないものに

ついては、条例施行規則第９条の規定により協議を不成立とすること

があります。 
 

５ 本市による舗装工事の時期については、他の工事申請の混雑状況や

財政状況により、本市が決定するため、ご希望に添えない場合があり

ます。 

（Ａ４） 

地名地番で記入 

後退部分の舗装方法について 

該当するものに○ 

※舗装方法が未定の方は３に○ 

※ただし協議完了後に変更できます 

記入例 

該当するものに✓ 

角地でない場合は２に○ 

※１に○をしても買取りが 

できない場合があります 

 

補助金の交付を希望さ

れる場合、後退用地の

整備を行い、その費用

を負担される方全員を

申請者としてください 


